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１．はじめに 
 2014 年 12 月に『日本十進分類法新訂 10 版』(以
下、『NDC10』、以下、他版も同様)が刊行された1。










＜521 / 523 様式別の建築＞ 
  *日本，東洋，西洋およびその他の様式に 




前川由実子†    関西大学等非常勤 
北 克一††        相愛大学 
うに、「521 日本様式の建築」、「522 東洋様式の
建築．アジア様式の建築」、「523 西洋様式の建築． 
その他の様式の建築」に 3 分される。 
この 3 分された「○○様式の建築」(分類項目名 
は○○の建築)について、個々に検討をしていく。 
 
2.1  「521  日本の建築」 
  *ここには，歴史，様式，図集を収める； 
歴史上の個々の建造物は，各時代に収め 
ず 521.8 に収める 
      < .2 / .6  各時代> 
      . 2  原始時代 
       ・・・ 
      . 6 近代：明治・大正・昭和・平成時代 
       *日本の和洋建築史は，ここに収める 
      *日本の洋風建築史 → 523.1 
      .8  各種の日本建築．国宝・重要文化財の 
建造物 
     *ここには，歴史的建造物を収める 
    [.9]  洋館 →523.1 
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2.2  「522  東洋の建築．アジアの建築」 
次に、東洋の建築．アジアの建築を参照する。 
  522  東洋の建築．アジアの建築 
     *ここには, 歴史，様式，図集を収める 
      .1  朝鮮 
      .2  中国 
      .24  台湾 
       ・・・ 
      .3  東南アジア 
      .5  インド 
   [.6] 西南アジア →522.7 
      .7  西南アジア 
            *別法：522.6 
   .9  中央アジア．北アジア 
 
一見すると地理区分の例示展開のように見受 



























2.3  「523  西洋の建築．その他の様式の建築」 
     *地理区分 
     *ここには，歴史，様式，図集を収める 
   < .02 / .07  各時代> 
      .02 原始時代 
      .03 古代：ギリシア, ローマ 
     ・・・ 
      .07  20 世紀‐ 
      .1 / .7 各国の建築 





















523.1    日本における西洋様式等の建築 
523.2    アジアにおける西洋様式等の建築 
523.21   朝鮮における西洋様式等の建築 
88
 523.22   中国における西洋様式等の建築 
    ・・・ 
523.3    西洋における西洋様式等の建築6 
    .33  イギリスにおける西洋様式等の 
建築 
    .332 スコットランドにおける西洋様式 
等の建築 
  ・・・ 
のような展開となる。 
 なお、「521.6  近代：明治…」の第 2 の注記で
「*日本の洋風建築史→523.1」と注参照がある。 
 
2.3.1  *別法：521.8/.9 日本の歴史的建造物 











 第二は、「[.9]  洋館 →523.1」があり、「521.9」
は、二者択一項目である8。すなわち分類原則は、 














2.3.2  「523  西洋の建築．その他の様式の建築」 
「523  西洋の建築．その他の様式の建築」の
< .02 / .07  各時代>では、西洋圏およびビザンチ
ン、サラセンのイスラム圏までが対象となってい
る。ここから、523.02 / .07 は、西洋圏＋イスラ
ム圏の建築様式史、建築史と考えられる。 
すると、「523.1 / .7 各国の建築」は具体的に展
開するとどうなろうか。 
 523.1  日本の建築 
.2  東洋の建築．アジアの建築 
   .3  西洋の建築 
  .33   イギリスの建築 
   .34   ドイツ．中欧の建築 
   .35   フランスの建築 
       ・・・ 
   .4  アフリカの建築 
   .5  北アメリカの建築 
  .51   カナダの建築 
  .53   アメリカ合衆国の建築 
        ・・・ 
   .6  南アメリカの建築 
















 このように、521 / 523 の様式別の建築の展開
は矛盾に満ちている。 
 
2.4  <526 / 527  各種の建築> 
<526 / 527  各種の建築> 
*ここには、現代の建築計画および工事誌を収




 526 各種の建築 
*綱目表に応じて区分 例：.06 博物館，…. 
ここから、 博物館建築 526.06  が導かれる。 
一方、本表の「069 博物館」では、 
069.2  博物館建築．博物館設備  




博物館建築(建築)       526.06 






































3.1  <031 / 038 各言語の百科事典>について 






   030 百科事典  
            *原著の言語による言語区分 
   <031 / 038  各言語の百科事典> 
     (中略) 
      038     ロシア語 
          .9   その他のスラブ諸語 
         *889 のように言語区分 
例：038.98 ポーランド語の
百科事典  
          .999 その他の諸言語 
                  *891 / 899 のように言語区分 












 -8    ロシア語 
  -89   その他のスラブ諸語 
     (中略) 
  -898    ポーランド語 
  -9    その他の諸言語 
          (中略) 
 -93   その他のヨーロッパ諸言語 
 -931    ケルト諸語 
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+ -932 = 038.99932 アイルランド語の百科事典」
となり、注記の事例と一致する。 
 





 「038.9 + -[89]8 = 038.98 ポーランド語の百科
事典」 







3.1.3  エスペラント語の百科事典 
 では、人工言語のエスペラント語の百科事典の
場合はどうなるのだろうか。やはり、「038.999 + 



























3.2  固有補助表「9) 言語共通区分」の適用につ
いて 
 固有補助表「9) 言語共通区分」の第 1 注記は次
のように記載されている。(下線筆者) 
 
  *各言語は，すべて言語共通区分により細分す 













































  ただし、言語の集合(諸語)および分類記号を 
複数の言語で共有している言語による文学には 













*829 のように言語区分 例：.1 朝鮮文学[韓 







    9 類文学   8 類言語 
 .37 ベトナム文学 .37 モン・クメール諸語： 
[安南文学]    ベトナム語[安南語] 
   ・・・ 
  .57 トルコ文学  .57 チュルク諸語：トルコ語,
アゼルバイジャン語，ウズベク語，カザフ語，キ 
ルギス語，トルクメン語 





  2) 分類小項目名 
































































/ 523 様式別の建築>及び、一般補助表「III 言語
区分」と固有補助表「9) 言語共通区分」、「10)  文











































                                                  
1 もり・きよし原編, 日本図書館協会分類委員会









































[確認：2016 年 9 月 20 日] 
11 川瀬綾子、米谷優子、村上泰子、北 克一「『日
本十進分類法新訂 10 版』の検討 その(13) ―8 類 
言語―」『情報学＝Journal of Informatics』12(2), 










    例) ポルトガル語で書かれた百科事典 
 036.9 (=03 + -69) 
   ただし、030, 040, 050 においては、-9 以下 
は 0*8.99 に付加する。(*=3, 4, 5) 
   例) アイルランド語で書かれた論文集 






13 例えば、「『日本十進分類法 新訂 10 版』の使用
法」の「4.2 固有補助表」の箇所である。 


























                                                                                 
  NDC では、並列する主題間の優先順位は、 
原則として一般から特殊への順序となっている。 




21 諸 NDC において、主題概念の階層性を記号の
階層性が反映していない、縮約項目、不均衡項目
の存在が、いかに分類表としての論理性、透明性
を妨げてきたか。また初学習者の理解を妨げてき
たか、を思えば、可能であれば分類理論の基本に
立ち帰った検討も必要ではないだろうか。 
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